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一位置と環境

1 地理的環境

対馬の位置と地形対馬は、九州の北西部に位置する長崎県の離島である。北緯34度42分～34

度5分、東経129度30分～129度10分であり、大阪一和歌山間と同緯度にあたる。南北約82knl、

東西約18kmと南北に長い島で、面積は708.51kiである。離島の面積としては、新潟県佐渡島、鹿児

島県奄美大島に次ぐ第3位の規模を誇る。対馬の東側は対馬海l峡、西側は朝鮮海峡に面している。朝

鮮半島とは約50km離れており､快ll青時には釜山市街を視認することができる。こうした位置関係から、

｢国境の島」 とも呼ばれている。
あそう まんぜき

対馬は本来一つの島であったが、現在は中央部の浅茅湾と三浦湾を結ぶ人口運河の万関瀬戸・
おおふなこし かみあがた しもあがた

大船越瀬戸によって分断されている。浅茅湾を境に北は上島（上県）、南は下島（下県）とも呼ばれ

る。上島には、傾斜の急な標高400m以下の山々が連なり、中央部の浅茅湾周辺になると、標高100

~200mと地勢は低くなる。これに対して、下島には傾斜の緩やかな標高400～600mの山が多く、
やたてや寵

対馬最高峰の矢立山（標高648.5m)も存在する。分水界は東に偏るため、東海岸側には短い河川が

多く、沖積地はほとんど形成されない。一方西海岸側には長い河川が多いものの、増水により土砂が

と
第1図調査遺跡の位置
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